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【３月主題：おおきくなったね】

主よ、あなたの道を教えてください。

詩篇８６篇１１節

今までありがとう…！

３月１９日（火）にぺんちゃん・ぺんぺん

のさよなら会をしました。（詳しくはフォト

日記をご覧ください。）

今までぺんちゃんとぺんぺんにはとても助け

てもらいました。

私たちが声を掛けるよりも、

「ぺんちゃんが○○って言ってるよ」

「ぺんちゃんがずっと見てるよ」

と、“ぺんちゃんが”を強調すると、すっと

動く子どもたちです（笑）

また、さよなら会の後の連絡帳を見て、と

ても驚きました。連絡帳には保護者の方から、

「ぺんちゃんとさよならしたんですね。私も

寂しいです」「ぺんちゃん今までありがと

う」とのコメントが！

子どもたちだけでなく、保護者の方からも愛

されていたぺんちゃんとぺんぺん。

子どもたち・保育者・保護者の方の心を繋い

でくれた存在だったなと、感謝の気持ちで

いっぱいです。

そして、祝日明けの２１日（木）の朝。ぺ

んちゃんたちの家にはぺんちゃん・ぺんぺん

の代わりに一通の手紙が…！

「何これ？」

「ぺんちゃんたちにサンタさんが来たんじゃ

ない？」

「お金じゃない？」と、これまた面白い発想

の子どもたち。

手紙には、みんなが１年間で頑張っていた

ことと、たくさんの“ありがとう”が書いて

ありました。

子どもたちはその手紙を静かに聞いていて、

中には今にも泣き出しそうな子も…。

そんな雰囲気を明るくするかのようにＡくん

が、「ぺんちゃんにお手紙書こうよ！」と

言ってくれました。

それに対して、「じゃありんごもあげよ

う！」「ドーナツとさかなとキャンディー

も！」と周りの子も反応していて、素敵な場

面でした(*^^*)

最後には「ぺんちゃんありがとうー！！」と、

遠くに向かって叫んでいました。

この１年、長かったような、あっという間

だったような…。

４月当初は階段の上り下りだけでも大変だっ

た子どもたちが、今ではたくさんいろんなこ

とができるようになり、私たちが驚くような

成長を見せてくれました。

毎日、子どもたちとわーきゃー言いながら過

ごした日々は、とても愛おしく宝物です。

自信を持ってりすGへ送り出すことが出来ま

す！りすGになっても、さらに大きくなる姿が

とても楽しみです。

保護者の皆さま、1年間ありがとうございま

した。週報や日々の保育にも反応してくださ

り、同じ方向を向いて、家庭と園で子どもた

ちの成長を見守ることができたと思います。

これからもよろしくお願いします(*^^*)
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お知らせ

４月１日（月）から正式にりすGとなりま

す！様々な変更点がありますので、確認をお願

いします。

☆連絡帳はなくなります。その分週報やフォト

日記、登降園時に日頃の様子をお伝えします。

何かありましたら、口頭にてお伝えください。

☆白ご飯をお弁当箱に入れて持って来てくださ

い。コップもお弁当袋の中にいれてください。

※白ご飯のおかわりはありません。お子さんと

食べられる量を確認して持たせてください。

☆水筒は気温などに応じて、必要な時には持た

せてください。


